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目 的；　　 生 鮮 物 の 熱 物 性 を 知 る た め に、 解 凍 状 態 のマ クロ の 切 身 を 用 い て 熱 伝 導 率測 定

を 行 っ て き た。 水 分 を 含 ん だ 試 料 で あ る 魚 肉 の 熱 伝 導 率 は 僅か な 温 度 変 化 で 起 こ る 水 分移

動 の 影 響 を 受 け 易 い。 ま た、 一 方 様 々な 加 熱 調 理 がさ れ る が、 加 熱 に よ り 重 量 減 少 が 起こ

る。 そ の 大 部 分 は 熱 変 性 に よ る 脱 水 で あ る と 考 え ら れ る。 こ れら は 熱 損 失 と な る だけ でな

く、 食 品 の う ま 味 に も 関 与 し て く る と 思 わ れ る。 そ こ で、 今 回 は 昇 温 に よ る 熱 的 エ ネ ルギ

ー変 化 に つ い て 主 に、 水 分 移 動 を 中 心 と し て 示 差 熱 分 析 に よ り 調 べ、 ま た 水 分 移 動 を 伴う

熱 伝 導 率 に つ い て 検 討し、 食 品 の 保 存、 加 工、 調 理 等 の 基 礎資 料 を 得 る こ と を 目 的 とし た。
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試 料 と し て マ ク ロ の 一 定 部 位 で 含水、 含 脂 肪 率 が 同 程 度 の 次 の ３ つ タ イプ のも

用 意し た。1  ） 解 凍 状 態 の 板 状 の 切 身、2   ) 乾 燥 粉 末 状 態、　　3   ） 乾 燥 粉 末 状態 に 任

水 分 を 含 ま せ た も の の 各 種 を 用 い た。 各 々 の 試 料 に つ い て、 示 差 走 査 熱 量 天 秤 にて

゜C／m ｉ ｎ の 昇 温 に 伴 う 熱 的 エ ネ ル ギ ー変 化 と 重 量 変 化 を 測 定 し た。 試 料 量 は2   0 m

度 と し、 温 度 変 化 は 常 温 よ り3    0   0  °Cと し た。 あ わ せ て、 ど う よ う の 試 料 の 熱 伝導･率

行 平 板 法 を 用 い･て 測定 し、 水 分 量 と の 関 係 に つ い て 考 察 を 加 え た。
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々 の 試 料 に つ い て、 示 差 熱 分 析 よ り、 麹変 性 の ため の 脱 水 に よ る 吸 熱 現象 と

程 と 思 わ れ る 発 熱 現 象 がＩ Ｏ 0   °C付 近 を 境I?  に し て 認 め ら れ 始 め た。　更 に 水

見 掛 け の 熱 伝 導 率 の 値 を 検 討 し た。
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